
つないで新たな価値を創造する “ＵＲＡ共創プラットフォーム”

http://www.ura.uec.ac.jp/copura/

 ⼤学や研究機関における研究推進体制の整備、研究⼒強化を⽬的として、リサーチ・アドミニス
トレーター（URA）を始めとした研究マネジメント⼈材の配置が進んでいます。URA の担当業務
は所属機関の状況やニーズにより多様で広範囲に渡っています。
 URA の普及定着とともに、URA 機能の質の向上を図るためには、URA 同⼠がネットワークを組
み、ノウハウを共有することが重要であり、URA 同⼠のネットワーク活動を活性化させ、新たな
価値創造につなげる” 場” として「URA 共創プラットフォーム」（通称 “CoPURA” ,   こぷら）を
設⽴しました。                    ※ CoPURA ＝ Co-creation Platform for networking URA）
    CoPURA 事務局（電気通信⼤学研究戦略統括室 , copura@ura.uec.ac.jp）

⽇時：2018 年 2 ⽉ 23 ⽇（⾦） 15:00 〜 17:15
会場：UEC アライアンスセンター  100 周年記念ホール
対象：URA や IR 担当者などの研究経営や研究分析に携わる⽅

『東⼯⼤におけるORCID 導⼊への取り組み』

『科学研究費助成事業データベース【KAKEN】のORCID連携の現況』

URA共創プラットフォーム 第 4回ミーティング

東京⼯業⼤学 情報活⽤ IR 室 教授 森 雅⽣ ⽒

＜プログラム＞

※終了後、UEC アライアンスセンター 205 号室にて懇親会（会費 1,000 円）を開催します。

国⽴情報学研究所 学術基盤推進部学術コンテンツ課 上村 順⼀ ⽒

⾃然科学や⼈⽂科学などの研究分野において、学術論⽂の投稿や競争的資⾦の申請を
する場合に、国際的な研究者識別⼦である ORCID(Open Researcher and Contributor 
ID) の記載が求められつつあります。
今回、組織の研究⼒分析などを担当する URA や IR 担当者などを対象に、ORCID の
位置づけと今後の⽅向性、および国内先⾏機関における活⽤事例などを紹介し、⼤学
や研究機関における研究基盤の強化に関する討議の場を提供させていただきます。

CoPURA
Co-creation Platform for networking URA

2018
2.23 Fri.vol.4

『国際研究者識別⼦ORCIDの概要と実践コミュニティの拡⼤』
ORCID アジア・太平洋地区ディレクター 宮⼊ 暢⼦ ⽒

#ORCID # 研究者識別⼦ # 研究分析 #KAKEN

15:00~

15:50~

16:15~

質疑応答＆ディスカッション16:40~

※参加ご希望の⽅は CoPURA のサイト（http://www.ura.uec.ac.jp/copura/）からお申込みください。


